
                            

「
慎
ん
で
大
衆
に
白
す
、
生
死
は
事
大
に

し
て
、
無
常
迅
速
な
れ
ば
、
お
の
お
の
よ

ろ
し
く
覚
醒
し
て
、
慎
ん
で
放
逸
な
る
こ

と
な
か
れ
」 

 
 

 
 

六
祖
壇
経 

 

禅
寺
で
食
事
の
時
等
、
合
図
と
し
て
鳴

ら
す
た
め
の
木
版
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
右

の
偈
が
書
か
れ
て
あ
る
。
六
祖
壇
経
と
い

う
経
典
に
あ
る
「
無
常
迅
速
の
偈
」
で
あ

り
ま
す
。 

 

と
い
う
道
元
禅
師
の
み
声
が
聞
こ
え
て

く
る
よ
う
な
気
が
し
た
も
の
で
し
た
。 

 

令
和
八
年
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
今
年

七
十
四
歳
、
人
間
、
年
を
と
る
ご
と
に
一

年
が
と
て
も
速
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
自
分

に
残
さ
れ
た
人
生
は
あ
と
ど
れ
く
ら
い

だ
ろ
う
か
。
こ
の
木
版
の
偈
を
見
る
た
び

に
、
時
間
の
大
切
さ
、
い
の
ち
の
大
切
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。 

       

大
本
山
永
平
寺
で
は
令
和
十
二
年

（2
0
3

0

）、
二
祖
懐
奘
禅
師
の
七
百
五
十

回
大
遠
忌
を
迎
え
る
。
昭
和
五
十
五
年

（1
9

8
0

）
安
居
修
行
中
に
七
百
回
大
遠
忌

法
要
が
厳
修
さ
れ
て
い
る
の
で
、
早
く
も

五
十
年
を
経
た
こ
と
に
な
る
。
八
十
に
手

の
届
く
年
齢
と
な
る
が
、
こ
の
五
十
年
に

一
度
の
大
法
要
に
は
何
と
か
お
勤
め
で

き
れ
ば
幸
甚
と
思
っ
て
い
る
。
「
生
死
事

大
な
り
、
無
常
迅
速
な
り
」
無
駄
に
時
を

過
ご
さ
ず
一
生
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。 

 

令
和
八
年 

年
回
忌
表 

[

回
忌]

 
 

 
 
[

没
年]

 

一
周
忌     

令
和
七
年 

三
回
忌     

令
和
六
年 

七
回
忌 

 
 

令
和
二
年 

十
三
回
忌   

平
成
二
十
六
年 

十
七
回
忌   

平
成
二
十
二
年 

二
十
三
回
忌 

平
成
十
六
年 

二
十
七
回
忌 

平
成
十
二
年 

三
十
三
回
忌 

平
成
六
年 

五
十
回
忌   

昭
和
五
十
二
年 

百
回
忌     

昭
和
二
年 

  

▼
令
和
八
年
度(2

0
2

6
)

の
年
回
忌
表
で
す
。 

当
寺
で
は
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
本
堂

に
は
張
り
出
し
し
て
い
ま
せ
ん
。
年
忌
に
当

た
ら
れ
て
い
る
各
家
に
は
次
年
度
分
と
し
て

昨
年
十
一
月
中
旬
に
通
知
し
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
▼
日
曜
・
祝
日
の
ご
法

事
の
申
し
込
み
は
お
早
め
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
▼
「
周
」
は
「
め
ぐ
る
」
こ
と
を
意
味

す
る
言
葉
で
、
亡
く
な
っ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど

一
め
ぐ
り
し
た
翌
年
の
そ
の
日
を
一
周
忌
と

呼
ぶ
。
回
忌
と
は
亡
く
な
ら
れ
た
日
を
最
初

の
忌
日
と
考
え
て
、
三
回
目
の
忌
日
が
「
三

回
忌
」
と
な
る
。
以
降
は
丸
六
年
目
が
七
回

忌
、
丸
十
二
年
目
が
十
三
回
忌
と
な
る
。 

宗旨 曹洞宗（そうとうしゅう）/ 本尊 釈迦牟尼仏 / 両祖 永平寺道元禅師 總持寺瑩山禅師 (一仏両祖) 
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本堂に掛けてある木版 

 

永
平
寺
の
二
祖
懐
奘
禅
師
に
は
師
で

あ
る
道
元
禅
師
の
も
と
、
修
行
の
仕
方
、

心
構
え
、
学
道
の
人
は
如
何
に
あ
る
べ
き

か
等
を
質
問
を
し
、
そ
の
答
え
を
平
易
な

言
葉
で
筆
録
し
た
「
正
法
眼
蔵
随
聞
記
」

と
い
う
著
書
が
あ
り
、
そ
の
中
に
も
「
無

常
迅
速
な
り
、
生
死
事
大
な
り
、
暫
く
存

命
の
間
、
業
を
修
し
学
を
好
ま
ん
に
は
、

た
だ
仏
道
を
行
じ
、
仏
法
を
学
す
べ
き
な

り
」
と
あ
る
。
道
元
禅
師
は
「
生
死
は
一

大
事
な
り
、
刻
一
刻
い
の
ち
の
時
間
は
減

っ
て
ゆ
く
、
存
命
の
間
、
日
々
を
疎
か
に

に
せ
ず
、
今
与
え
ら
れ
て
い
る
い
の
ち
を

大
切
に
生
き
よ
」
「
無
常
迅
速
の
道
理
を

し
っ
か
り
見
極
め
、
た
だ
仏
道
を
行
じ
、

仏
法
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
」
と
説
か
れ
て

い
る
。 

修
行
中
に
耳
に
響
く
こ
の
木
版
の
音

を
聴
く
と
、
「
光
陰
矢
よ
り
も
速
や
か
な

り
、
時
の
過
ぎ
て
ゆ
く
の
は
あ
っ
と
い
う

ま
で
あ
る
、
し
っ
か
り
修
行
を
続
け
よ
」

と
い
う
道
元
禅
師
の
声
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
な
気
が 

 
二祖懐奘禅師七百回大遠忌 

昭和５５年（1980） 



                             

 

永
代
供
養
墓
地
「
涅
槃
聖
苑
」 

▼
継
承
を
前
提
と
し
な
い
永
代
供
養
の

お
墓
で
す
の
で
、
予
め
定
め
ら
れ
た
供
養

金
を
納
入
す
れ
ば
そ
の
後
の
維
持
管
理

費
も
あ
り
ま
せ
ん
。
少
子
化
に
よ
り
先
行

き
に
不
安
が
あ
る
方
、
お
一
人
様
や
ご
夫

婦
で
の
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
▼
代
々
続

い
て
き
た
ご
先
祖
の
墓
終
い
を
し
て
、
永

代
供
養
の
申
込
み
の
場
合
は
ご
先
祖
分

の
永
代
供
養
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ

の
場
合
は
最
初
か
ら
合
祀
と
な
り
ま
す
。

▼
新
し
く
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
ご
遺
骨
を
骨
つ
ぼ
に
収
め
個
々
の
区

画
に
安
置
し
ま
す
。
七
回
忌
を
目
途
に
合

祀
し
ま
す
。
▼
檀
家
登
録
を
し
て
お
墓
の

み
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
個
人
で

墓
石
を
建
立
す
る
必
要
が
な
く
、
墓
石
工

事
代
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
個
別
で
使
用
で

き
る
マ
ン
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
の
お
墓
で
す
。 

  

耕
雲
寺
傑
堂
能
勝
大
和
尚
六
百
年
遠
忌 

 

御
本
寺
村
上
市
門
前
耕
雲
寺
様
（
住
職

菊
地
光
彦
師
）
で
は
、
本
年
、
二
世
傑
堂

能
勝
禅
師
六
百
回
忌
の
正
当
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
開
山
忌
（
梅
山
聞
本
大
和
尚

示
寂
忌
九
月
六
日
逮
夜
、
七
日
正
当
）
に

併
せ
報
恩
の
遠
忌
法
要
を
厳
修
す
る
。 

 

子
ど
も
禅
の
集
い
開
催 

 

期
日 

九
月
十
二
日
（
土
） 

 

会
場 

広
厳
寺 

 

対
象 

小
学
生
三
十
名 

 

主
催 

第
十
七
教
区
寺
院 

＊
詳
細
は
次
回
乗
雲
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

写経の会  毎月第２日曜 午後１時～３時（１月２月は休会）静かなお寺で功徳を積みましょう。 
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新
年
役
員
会
開
催 

 
一
月
十
八
日
（
日
）
午
前
十
一
時
よ
り

本
堂
に
於
い
て
新
年
役
員
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
定
刻
、
住
職
挨
拶
、
総
代

長
榎
本
善
一
氏
挨
拶
の
後
、
退
任
役
員

及
び
新
役
員
の
紹
介
、
委
嘱
状
授
与
、
令

和
七
年
度
の
行
持
報
告
、
永
代
供
養
墓

「
涅
槃
聖
苑
」
の
活
用
状
況
説
明
、
令
和

七
年
度
護
持
費
納
入
状
況
、
令
和
八
年

度
の
行
持
予
定
等
の
説
明
後
解
散
と
な

り
ま
し
た
。
尚
、
会
議
後
の
懇
親
会
は
な

し
で
お
弁
当
持
ち
帰
り
と
し
ま
し
た
。 

 

▼
こ
の
度
、
西
条
町
役
員
と
し
て
尽
力

さ
れ
た
渡
邉
虎
雄
氏
が
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
の
功
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

▼
西
条
町
新
役
員
と
し
て
桑
島
敏
雄
氏

が
就
任
さ
れ
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

新潟県曹洞宗第四宗務所 

テレホン（WEB）法話 

和尚
おしょう

さんの言
こと

の葉
は

 

和
尚
さ
ん
の
言
の
葉 

 

曹
洞
宗
新
潟
県
第
四
宗
務
所
（
所
長 

新
潟
市
観
音
寺
住
職
阿
部
正
機
師
）
で
は

宗
務
所
管
内
寺
院
に
よ
る
テ
レ
ホ
ン
法

話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▼
お
檀
家
と
し
て
個
別
場
所
を
使
用
さ
れ

て
い
て
も
、
将
来
永
代
供
養
と
な
る
場
合

に
は
永
代
金
を
ご
納
入
い
た
だ
け
れ
ば
そ

の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。
▼
当
寺
で
は
永

代
供
養
の
方
の
位
牌
壇
を
設
け
て
あ
り
ま

す
。
お
位
牌
に
は
仏
さ
ま
の
弟
子
と
な
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
お
戒
名
が
記
さ
れ
、

い
つ
で
も
お
墓
と
併
せ
て
お
参
り
で
き
ま

す
。
ま
た
、
毎
日
朝
の
勤
行
に
て
ご
命
日

に
当
た
ら
れ
て
い
る
方
の
お
戒
名
を
読
み

上
げ
て
ご
供
養
し
て
い
ま
す
。
▼
お
墓
の

氏
名
板
に
は
俗
名
で
石
板
に
刻
字
し
て
あ

り
ま
す
。
尚
、、
ご
先
祖
の
場
合
は
代
表
者

の
氏
名
を
貼
付
い
た
し
ま
す
。
▼
令
和
八

年
二
月
現
在
で
、
十
六
件
（
個
別
安
置
十

三
件
、
合
祀
三
件
）
の
申
込
み
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
内
の
四
件
は
檀
家
登
録
を
し
、

個
人
の
お
墓
を
建
て
な
い
で
こ
の
涅
槃
聖

苑
に
お
骨
を
個
別
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。  



                           

不
思
議
な
同
行
二
人 

 
 
 

雲
泉
寺
住
職 

神
田
恭
真 

私
た
ち
は
人
生
の
中
で
ど
う
生
き
れ

ば
よ
い
の
か
、
何
を
支
え
に
し
て
生
き

れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
曹
洞
宗
で
は
お
釈
迦
様
・

道
元
禅
師
様
・
瑩
山
禅
師
様
を
一
仏
両

祖
と
し
て
敬
い
、
そ
の
慈
悲
深
い
教
え

を
拠
り
所
と
す
る
こ
と
で
、
心
を
落
ち

着
け
て
日
常
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。 

私
は
四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
を
巡
礼

し
た
時
の
不
思
議
な
体
験
が
あ
り
ま

す
。
徳
島
県
か
ら
歩
き
始
め
て
、
バ
ス
や

電
車
を
利
用
し
な
が
ら
一
カ
月
で
巡
礼

を
終
え
ま
し
た
。
札
所
に
着
い
た
ら
ま

ず
線
香
・
灯
明
・
お
賽
銭
を
上
げ
、
納
め

札
を
納
め
ま
す
。
そ
れ
か
ら
般
若
心
経

を
お
唱
え
し
て
参
拝
し
ま
す
。
こ
の
巡

礼
の
道
は
総
距
離
一
千
四
百
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
及
び
、
山
道
も
多
く
天
候
に
も

左
右
さ
れ
て
険
し
い
で
す
が
、
ゆ
っ
く

り
と
自
分
の
心
を
照
ら
す
光
が
さ
し
て

く
る
か
の
よ
う
に
あ
り
が
た
い
道
の
り

で
す
。 

愛
媛
県
の
標
高
の
高
い
場
所
に
あ
る

札
所
に
向
け
て
、
登
山
口
か
ら
歩
き
始 

 

め
た
と
き
の
こ
と
で
し
た
。
犬
が
私
に
付

い
て
来
た
の
で
す
。
そ
の
犬
は
私
の
前
に

立
っ
て
山
道
の
先
導
を
始
め
ま
し
た
。
私

が
止
ま
れ
ば
止
ま
り
、
歩
く
と
一
緒
に
歩

き
始
め
ま
す
。
参
拝
し
て
い
る
時
も
近
く

で
伏
せ
て
待
っ
て
い
ま
す
。
帰
り
道
も
一

緒
で
、
登
山
口
ま
で
帰
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
自
然
と
離
れ
て
い
き
ま
し
た
。
遍
路
に

は
先
達
と
い
っ
て
弘
法
大
師
へ
の
信
仰

を
拠
り
所
と
す
る
指
導
者
が
い
て
、
巡
礼

の
人
に
道
案
内
や
助
言
を
行
い
ま
す
。
ま

た
同
行
二
人
と
い
う
言
葉
も
あ
り
、
た
と

え
一
人
で
歩
い
て
い
て
も
常
に
弘
法
大

師
が
そ
ば
に
お
ら
れ
る
と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。
ま
る
で
先
達
の
よ
う
な
犬
は

同
行
二
人
の
教
え
を
丁
寧
に
教
え
て
く

れ
た
の
で
す
。 

一
仏
両
祖
は
同
行
二
人
の
よ
う
に
私

た
ち
を
そ
ば
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
ど
ん
な
と
き
も
心
の
拠
り
所
に
な
り
、

一
緒
に
険
し
い
道
を
乗
り
越
え
て
、
明
る

い
場
所
へ
と
教
え
導
い
て
く
れ
て
い
る

の
で
す
。 

 

＊
こ
の
法
話
は
令
和
八
年
一
月
二
十
一
日

よ
り
三
十
一
日
ま
で
の
新
潟
県
第
四
宗
務

所
テ
レ
ホ
ン
法
話
（
和
尚
さ
ん
の
言
の
葉
）

の
お
話
を
掲
載
し
ま
し
た
。 

 

 

仏
事
の
知
識 

 

日
本
の
禅
宗 

日
本
に
お
け
る
禅
宗
は
鎌
倉
時
代
初

頭
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
臨
済
宗
（
り
ん

ざ
い
し
ゅ
う 

開
祖
・
栄
西
禅
師
）
と
曹

洞
宗
（
そ
う
と
う
し
ゅ
う 

開
祖
・
道
元

禅
師
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
な

っ
て
隠
元
禅
師
に
よ
っ
て
黄
檗
宗
（
お
う

ば
く
し
ゅ
う
）
が
伝
え
ら
れ
た
。
こ
の
三

つ
を
禅
宗
と
呼
ん
で
い
る
。
臨
済
宗
は
江

戸
時
代
に
白
隠
禅
師
よ
っ
て
確
立
さ
れ
、

現
在
は
十
四
派
に
分
か
れ
て
い
る
。
「
公

案
」
と
称
す
る
禅
問
答
を
重
ん
じ
る
。
曹

洞
宗
は
「
只
管
打
坐
」（
ひ
た
す
ら
坐
禅
に

打
ち
込
む
こ
と
）
を
旨
と
す
る
。
本
山
は

福
井
県
大
本
山
永
平
寺
、
神
奈
川
県
大
本

山
總
持
寺
。
黄
檗
宗
は
中
国
（
明
代
）
様

式
を
取
り
入
れ
、
読
経
も
儀
式
も
独
特
で

あ
る
。
三
宗
共
に
「
坐
禅
」
を
主
と
し
、

静
け
さ
や
心
の
落
ち
着
き
の
中
、
日
常
の

立
ち
居
振
る
舞
い
、
行
動
全
て
が
禅
で
あ

り
、
今
こ
の
瞬
間
を
丁
寧
に
生
き
る
こ
と

を
説
く
。 

＊
今
ま
で
の
仏
事
の
知
識
は
当
寺
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 
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□
境
内
風
景 

十
一
月  

除
雪
機
点
検 

 
 
 
 
 

Ｊ
Ａ
農
機
具
セ
ン
タ
ー 

十
一
月 

消
雪
パ
イ
プ
工
事
及
び
点
検 

 
 
 

宮
島
工
業
所 

十
一
月
二
七
日 

本
堂
荘
厳
外
し 

十
二
月
十
八
日 

堂
内
防
火
設
備
点
検 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

菖
栄
ラ
イ
フ 

十
二
月
十
八
日 

参
道
・
中
庭
清
掃 

十
二
月
十
九
日 

柴
橋
庵
清
掃
・
点
検 

十
二
月
二
八
日 

正
月
準
備 

本
堂
、
位
牌
堂
、
稲
荷 

 
 
 
 
 
 
 

 

仏
事
の
知
識  

 



                 

お
寺
か
ら
の
お
願
い
と
ご
連
絡 

▼
位
牌
堂
の
各
家
位
牌
壇
の
ロ
ウ
ソ
ク
、

お
線
香
に
つ
い
て
、
お
線
香
は
香
炉
か
ら

灰
が
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
真
っ
直
ぐ
に

立
て
、
点
し
た
ロ
ウ
ソ
ク
は
火
災
予
防

の
為
お
参
り
が
済
み
ま
し
た
ら
必
ず
火

を
消
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
墓
地
の
自
然
ゴ
ミ
（
枯
れ
枝
、
枯
れ
草
、

枯
れ
た
お
供
え
の
お
花
等
）
は
、
お
寺
で

業
者
に
依
頼
し
て
処
分
し
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
の
お
花
を
包
ん
で
あ
っ
た
紙
、

お
墓
掃
除
の
た
わ
し
、
雑
巾
、
洗
剤
容

器
、
ビ
ニ
ー
ル
類
は
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。
各
自
持
ち
帰
っ
て
処
理
し
て
く

だ
さ
い
。 

▼
古
い
塔
婆
は
、
参
道
中
程
に
「
古
塔
婆

入
れ
」
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
集
落
墓
地
の
古
塔
婆

も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

▼
も
う
す
ぐ
春
の
お
彼
岸
で
す
。
彼
岸
中

に
は
お
墓
、
位
牌
堂
に
お
参
り
を
し
て

ご
先
祖
様
を
お
偲
び
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
墓
地
清
掃
は
、
春
彼
岸
前
に
行
う
予
定

で
す
。 
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動
物
供
養
塔
（
ペ
ッ
ト
墓
地
） 

動
物
の
お
骨
を
埋
葬
い
た
し
ま
す
。
檀

家
さ
ん
以
外
で
も
納
骨
供
養
で
き
ま
す
。 

寂
光
塔
（
永
代
供
養
墓
地
） 

一
人
暮
ら
し
の
方
、
お
墓
継
承
に
お
悩

み
の
方
、
お
寺
が
永
代
に
わ
た
り
供
養
い

た
し
ま
す
。
広
厳
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

詳
細
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。   

動物供養塔（ペットのお墓） 寂光塔 

（永代供養墓地） 
 

 

 

第
十
七
教
区
護
持
会
旅
行
ご
案
内 

  
 

  

期 

日 

令
和
八
年
十
月
十
四
日 

 
 
 
 

～
十
六
日
（
二
泊
三
日
） 

旅 

費 
 

八
万
六
千
円 

人 

数 

三
十
名 

申
込
金 

一
万
円
（
旅
費
充
当
） 

〆 

切 

令
和
八
年
九
月
二
十
日 

＊
詳
細
は
お
寺
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

。 

大
般
若
祈
祷
会 

期
日 

六
月
十
日
（
水
） 

内
容 

大
般
若
祈
祷
、
檀
信
徒
供
養 

 
 
 

法
話 

＊
詳
細
は
次
号
に
て 

広
厳
寺
研
修
旅
行
ご
案
内 

          

  
 

 

期 

日 

 
 

令
和
八
年
五
月
二
十
日
～
二
十
一
日 

 

旅 

費 

四
万
九
千
円 

 

人 

数 

二
十
名 

申
込
金 

一
万
円
（
旅
費
充
当
） 

 

〆 

切 

令
和
八
年
四
月
十
九
日 

 

・
物
価
高
で
旅
費
も
高
騰
し
て
い
ま
す
が
、

当
寺
で
は
旅
行
支
援
割
引
を
実
施
し
、

参
加
さ
れ
る
方
に
は
当
日
三
千
円
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
乗
雲
（
令
和
七
年
十
二
月
号
）
折
り
込

み
募
集
案
内
を
ご
覧
下
さ
い
。 

の
折
り
込
み
案
内
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

高山千光寺 円空仏 

   パンフレット ⇒ 
 

円
空
仏
・
千
光
寺
参
拝
と 

 
 

高
山
散
策
・
下
呂
温
泉
の
旅 

 

 

道元禅師日本初開道場 興聖寺 

宇
治
興
聖
寺
参
拝
と 

京
都
・
湯
の
花
温
泉
の
旅 

 

 
パンフレット ⇒ 

 

春
彼
岸
、菩
提
の
種
を 

蒔
く
日
か
な 

 


